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1．平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年3月21日～平成23年12月20日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 16,130 △16.5 △100 ― △224 ― △29 ―

23年3月期第3四半期 19,322 △9.3 △268 ― △402 ― △394 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 △1.75 ―

23年3月期第3四半期 △22.00 ―

 (2) 連結財政状態

総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第3四半期 18,212 5,125 28.1 311.12

23年3月期 18,223 5,403 29.7 302.14

(参考) 自己資本 24年3月期第3四半期 5,125百万円 23年3月期 5,403百万円

2．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

24年3月期 ― 0.00 ―

24年3月期(予想) 3.00 3.00

3．平成24年3月期の連結業績予想（平成23年3月21日～平成24年3月20日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,160 △7.1 150 ― 10 ― 130 ― 7.89



 

  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4．その他（詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年3月期3Ｑ 18,399,340株 23年3月期 18,399,340株

② 期末自己株式数 24年3月期3Ｑ 1,924,947株 23年3月期 513,701株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Ｑ 16,757,814株 23年3月期3Ｑ 17,950,356株

(注意事項)
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当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から回復傾向にあるものの、

円高の長期化や欧州の債務危機からの世界経済の減速懸念などにより依然として先行き不透明な状況が

続きました。 

 当社グループの属する衣服・身の回り品業界にあっても、震災直後大きく冷え込んだ消費者マインド

からは回復基調にあるものの、実質所得の減少を不安視した消費者の節約志向は依然根強く、あわせて

天候不順による消費の実需期の遅れや小売店頭の在庫圧縮などもあり、全般的に厳しい状況で推移いた

しました。 

 このような状況のもと、当社グループは、基幹となる前売卸売事業において、機能性商品の開発強

化、及びアパレル事業部門の拡大強化等に注力し、連結子会社においては海外生産調達強化やオリジナ

ル商品の開発等により収益性の向上に努めてまいりました。また、組織再編やコスト改善など、グルー

プをあげて経営効率の向上への取り組みを継続しております。 

以上の結果、当社グループ全体の当第３四半期連結会計期間の売上高は60億22百万円（前年同四半期

比17.9％減）、営業利益は1億31百万円（前年同四半期は営業損失1億22百万円）、経常利益は94百万円

（前年同四半期は経常損失1億61百万円）、四半期純利益は94百万円（前年同四半期は四半期純損失2億

11百万円）となりました。 

なお、当第３四半期連結累計期間の売上高は161億30百万円（前年同四半期比16.5％減）、営業損失

は1億円（前年同四半期は営業損失2億68百万円）、経常損失は2億24百万円（前年同四半期は経常損失4

億2百万円）、四半期純損失は29百万円（前年同四半期は四半期純損失3億94百万円）となりました。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

卸売事業 

当社並びに株式会社グローバルルートを合算した当第３四半期連結会計期間の卸売事業における売

上高は59億66百万円、営業利益は1億43百万円となりました。 

なお、当第３四半期連結累計期間の売上高は159億33百万円、営業損失は54百万円となりました。 

小売事業 

関東地区で小売業を営む株式会社サンマールの当第３四半期連結会計期間における売上高は56百万

円、営業損失は12百万円となりました。 

なお、当第３四半期連結累計期間の売上高は1億97百万円、営業損失は46百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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① 資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は182億12百万円となり、前連結会計年度末に比べて10百万

円減少いたしました。これは主として受取手形及び売掛金が4億80百万円増加する一方で、破産更生

債権等（投資その他の資産のその他に含まれております）が4億59百万円減少したことによるもので

あります。 

 負債合計は130億87百万円となり、前連結会計年度末に比べて2億67百万円増加いたしました。これ

は主として短期借入金が10億円増加する一方で、長期借入金が4億1百万円、社債が1億57百万円減少

したことによるものであります。 

 純資産は51億25百万円となり、前連結会計年度末に比べて2億78百万円減少いたしました。これは

主として自己株式が1億85百万円増加し、利益剰余金が82百万円減少したことなどによります。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計

年度末に比べて40百万円減少し、6億93百万円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりでありま

す。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における営業活動による支出は1億99百万円（前年同四半期は10百万

円の支出）となりました。収入の主な内訳は、減価償却費2億56百万円であり、支出の主な内訳

は、税金等調整前四半期純損失21百万円、売上債権の増加3億90百万円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における投資活動による収入は24百万円（前年同四半期は1億13百万

円の支出）となりました。収入の主な内訳は、差入保証金の回収による収入2億14百万円であり、

支出の主な内訳は、事業譲受による支出1億90百万円であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における財務活動による収入は1億36百万円（前年同四半期は85百万

円の支出）となりました。収入の主な内訳は、短期借入金の純増加額10億円であり、支出の主な内

訳は、長期借入金の返済による支出9億7百万円であります。 

  

今後の業績予想につきましては、平成23年８月２日に発表いたしました数値に変更はありません。な

お、開示が必要となりました場合は、速やかにお知らせいたします。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

① 会計処理基準に関する事項の変更 
 

  

② 表示方法の変更 
 

  
 

  

 該当事項はありません。 
  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月21日 至 平成23年12月20日)

(資産除去債務に関する会計基準の適用)

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失及び経常損失はそれぞれ940千円増加し、税金等

調整前四半期純損失は23,917千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去

債務変動額は30,245千円であります。

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月21日 至 平成23年12月20日)

(四半期連結損益計算書関係)

１．前第３四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「法人税等還付加算金」（当第３四半

期連結累計期間383千円）は、営業外収益総額の100分の20以下となったため、当第３四半期連結累

計期間では営業外収益の「その他」に含めて表示しております。

２．前第３四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めていた「貸倒引当金戻入額」

は、特別利益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することと

しております。なお、前第３四半期連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金

戻入額」は554千円であります。

３．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第３

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成23年９月21日 至 平成23年12月20日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第３四

半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年12月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年３月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 693,748 733,980

受取手形及び売掛金 2,215,537 1,735,079

商品 1,018,124 1,041,965

その他 66,824 112,781

貸倒引当金 △1,420 △1,100

流動資産合計 3,992,814 3,622,706

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,047,435 3,185,682

機械装置及び運搬具（純額） 32,273 35,569

工具、器具及び備品（純額） 141,719 178,920

土地 9,944,960 9,944,960

リース資産（純額） 89,423 102,308

有形固定資産合計 13,255,811 13,447,441

無形固定資産

のれん 156,883 －

その他 181,904 216,973

無形固定資産合計 338,787 216,973

投資その他の資産

投資有価証券 217,060 279,783

差入保証金 369,165 490,627

その他 52,102 515,904

貸倒引当金 △12,957 △350,225

投資その他の資産合計 625,370 936,090

固定資産合計 14,219,969 14,600,504

資産合計 18,212,784 18,223,211
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年12月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年３月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 785,107 742,295

短期借入金 4,200,000 3,200,000

1年内返済予定の長期借入金 1,193,784 1,199,584

1年内償還予定の社債 314,000 314,000

未払法人税等 8,531 11,435

未払費用 321,130 318,370

賞与引当金 － 92,161

その他 299,586 326,650

流動負債合計 7,122,140 6,204,496

固定負債

社債 1,287,000 1,444,000

長期借入金 3,602,292 4,003,705

退職給付引当金 707,948 726,503

役員退職慰労引当金 40,787 103,793

資産除去債務 30,245 －

その他 296,782 336,767

固定負債合計 5,965,055 6,614,768

負債合計 13,087,196 12,819,265

純資産の部

株主資本

資本金 1,861,940 1,861,940

資本剰余金 1,456,450 1,456,450

利益剰余金 2,124,708 2,207,668

自己株式 △364,133 △178,513

株主資本合計 5,078,964 5,347,544

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 47,231 57,509

繰延ヘッジ損益 △608 △1,108

評価・換算差額等合計 46,622 56,401

少数株主持分 － －

純資産合計 5,125,587 5,403,945

負債純資産合計 18,212,784 18,223,211
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月21日
 至 平成22年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月21日

 至 平成23年12月20日)

売上高 19,322,551 16,130,852

売上原価 15,305,874 12,721,491

売上総利益 4,016,676 3,409,360

販売費及び一般管理費 4,285,584 3,510,204

営業損失（△） △268,907 △100,844

営業外収益

受取利息 154 62

受取配当金 6,311 6,791

受取賃貸料 10,391 9,567

法人税等還付加算金 5,888 －

その他 17,915 11,219

営業外収益合計 40,662 27,641

営業外費用

支払利息 124,565 112,893

支払手数料 13,208 18,203

社債発行費 25,568 －

その他 11,299 20,312

営業外費用合計 174,641 151,409

経常損失（△） △402,887 △224,611

特別利益

賞与引当金戻入額 26,283 19,268

貸倒引当金戻入額 － 125,000

役員退職慰労引当金戻入額 － 68,413

投資有価証券売却益 － 10,606

その他 4,034 4,076

特別利益合計 30,318 227,366

特別損失

減損損失 10,510 －

店舗閉鎖損失 11,744 －

投資有価証券評価損 7,562 1,655

固定資産除却損 613 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 22,977

その他 2,100 －

特別損失合計 32,531 24,632

税金等調整前四半期純損失（△） △405,100 △21,878

法人税、住民税及び事業税 5,408 4,853

法人税等調整額 △5,854 2,571

法人税等合計 △445 7,424

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △29,303

少数株主損失（△） △9,731 －

四半期純損失（△） △394,922 △29,303
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【第３四半期連結会計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月21日
 至 平成22年12月20日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年９月21日

 至 平成23年12月20日)

売上高 7,340,177 6,022,991

売上原価 5,866,876 4,745,563

売上総利益 1,473,301 1,277,428

販売費及び一般管理費 1,595,912 1,146,025

営業利益又は営業損失（△） △122,611 131,402

営業外収益

受取利息 9 4

受取配当金 1,627 2,115

受取賃貸料 3,570 3,008

その他 7,517 3,732

営業外収益合計 12,724 8,860

営業外費用

支払利息 39,602 36,947

支払手数料 6,784 5,958

その他 5,434 2,875

営業外費用合計 51,821 45,781

経常利益又は経常損失（△） △161,708 94,481

特別利益

投資有価証券売却益 － 2,570

特別利益合計 － 2,570

特別損失

店舗閉鎖損失 953 －

投資有価証券評価損 － 1,148

特別損失合計 953 1,148

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△162,661 95,903

法人税、住民税及び事業税 1,758 1,617

法人税等調整額 55,784 △74

法人税等合計 57,542 1,543

少数株主損益調整前四半期純利益 － 94,360

少数株主損失（△） △8,737 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △211,466 94,360
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月21日
 至 平成22年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月21日

 至 平成23年12月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △405,100 △21,878

減価償却費 264,216 256,431

のれん償却額 － 18,848

減損損失 10,510 －

固定資産除却損 613 －

店舗閉鎖損失 11,744 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △10,606

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 22,977

貸倒引当金の増減額（△は減少） 209,377 △124,680

賞与引当金の増減額（△は減少） △75,223 △92,161

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,167 △18,554

受取利息及び受取配当金 △6,466 △6,854

支払利息 124,565 112,893

売上債権の増減額（△は増加） △472,820 △390,280

たな卸資産の増減額（△は増加） 186,810 113,730

仕入債務の増減額（△は減少） 27,882 50,668

その他 81,118 △3,124

小計 △43,937 △92,591

利息及び配当金の受取額 6,466 6,854

利息の支払額 △118,325 △107,205

法人税等の支払額 △4,184 △6,890

法人税等の還付額 149,498 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △10,481 △199,832

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △78,468 △12,431

投資有価証券の取得による支出 △1,312 △1,227

投資有価証券の売却による収入 － 64,599

貸付けによる支出 △750 △200

貸付金の回収による収入 625 485

出資金の払込による支出 △20 －

差入保証金の差入による支出 △55,355 △50,000

差入保証金の回収による収入 21,863 214,461

事業譲受による支出 － △190,757

投資活動によるキャッシュ・フロー △113,418 24,930

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 1,000,000

長期借入れによる収入 － 500,000

長期借入金の返済による支出 △832,413 △907,213

社債の発行による収入 1,000,000 －

社債の償還による支出 △85,000 △157,000

リース債務の返済による支出 △42,993 △59,991

自己株式の取得による支出 △44,739 △185,619

配当金の支払額 △180,630 △53,656

財務活動によるキャッシュ・フロー △85,776 136,518

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △1,847

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △209,676 △40,231

現金及び現金同等物の期首残高 1,156,994 733,980

現金及び現金同等物の四半期末残高 947,317 693,748
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 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年９月21日  至  平成22年12月20日) 

 
 (注) １．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

 ２．各区分の主な商品 

(1) 卸売事業……各種衣料品、寝具・インテリア、服飾雑貨、日用雑貨、店舗資材等 

(2) 小売事業……紳士服、婦人服、服飾雑貨等 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成22年３月21日 至 平成22年12月20日) 

 
 (注) １．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

 ２．各区分の主な商品 

(1) 卸売事業……各種衣料品、寝具・インテリア、服飾雑貨、日用雑貨、店舗資材等 

(2) 小売事業……紳士服、婦人服、服飾雑貨等 

  

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年９月21日  至  平成22年12月20日)及び 

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月21日 至 平成22年12月20日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありませ

ん。 

  

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年９月21日  至  平成22年12月20日)及び 

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月21日 至 平成22年12月20日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

卸売事業 
(千円)

小売事業 
(千円)

計(千円)
消去又は 
全社(千円)

連結(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

7,207,655 132,522 7,340,177 ― 7,340,177

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,632 ― 2,632 (2,632) ―

計 7,210,288 132,522 7,342,810 (2,632) 7,340,177

営業損失（△） △102,664 △20,227 △122,891 280 △122,611

卸売事業 
(千円)

小売事業 
(千円)

計(千円)
消去又は 

全社(千円)
連結(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

18,895,376 427,175 19,322,551 ― 19,322,551

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

20,292 ― 20,292 (20,292) ―

計 18,915,668 427,175 19,342,843 (20,292) 19,322,551

営業損失（△） △213,037 △57,302 △270,340 1,432 △268,907

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能で

あり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

いるものであります。 

 当社グループでは、独立した経営単位である当社及び子会社が、当社の経営方針のもと、それぞれの

事業における包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、当社並びに個々の子会社を最小単位とした事業別のセグメントから構

成されており、「卸売事業」及び「小売事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 なお、「卸売事業」の事業セグメントは、製品の内容及び市場等の類似性をもとに集約しておりま

す。 

 各報告セグメントの事業内容は、以下のとおりであります。 

「卸売事業」：各種衣料品、寝具・インテリア、服飾雑貨等の卸売り（当社及び㈱グローバルルー

ト） 

「小売事業」：紳士服、婦人服、服飾雑貨等の小売り（㈱サンマール） 

  

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年３月21日  至  平成23年12月20日) 

 
(注) セグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
合計 調整額

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)卸売事業 小売事業

売上高

  外部顧客への売上高 15,933,531 197,320 16,130,852 ― 16,130,852

  セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

65 ― 65 (65) ―

計 15,933,596 197,320 16,130,917 (65) 16,130,852

セグメント損失(△) △54,368 △46,669 △101,038 194 △100,844
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当第３四半期連結会計期間(自  平成23年９月21日  至  平成23年12月20日) 

 
(注) セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３ 報告セグメントの変更等に関する事項 

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年３月21日  至  平成23年12月20日) 

該当事項はありません。 

  

４ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第３四半期連結会計期間(自  平成23年９月21日  至  平成23年12月20日) 

当第３四半期連結会計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要

な変動及び重要な負ののれん発生益の認識はありません。 

  

当社は、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が185,619千円増加し、当第３四半期連結

会計期間末における自己株式の金額は364,133千円となっております。これは主に、平成23年４月27

日開催の取締役会決議による会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の

規定に基づき、72,080千円の自己株式の取得を実施したことによるものであります。 

  

(単位：千円)

報告セグメント
合計 調整額

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)卸売事業 小売事業

売上高

  外部顧客への売上高 5,966,010 56,981 6,022,991 ― 6,022,991

  セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

65 ― 65 (65) ―

計 5,966,075 56,981 6,023,056 (65) 6,022,991

セグメント利益又は損失(△) 143,767 △12,365 131,402 ― 131,402

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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